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蔵
原
惟
人
と
い
え
ば
、
ナ
ッ
。
フ
の
指
導
的
理
論
家
と
し
て
知
ら
ぬ
者
は
あ
る

ま
い
。
本
多
秋
五
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
蔵
原
の
名
は
神
に
ひ
と
し
か
っ
た
吏

と
さ
え
い
っ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
大
げ
さ
す
ぎ
る
感
じ
も
し
な
い
で
は
な
い
が

と
も
あ
れ
、
そ
の
言
葉
か
ら
も
蔵
原
理
論
の
も
っ
た
絶
大
な
影
響
力
を
推
察
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
蔵
原
理
論
は
、
当
時
の
左
翼
的

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
に
多
大
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運

動
の
功
罪
も
、
蔵
原
理
論
の
功
罪
に
は
ほ
と
ん
ど
ひ
と
し
い
と
い
え
る
の
で
あ

る。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
昭
和
九
年
ナ
ッ
。
フ
解
散
以
降
、
あ
い
つ
い
だ
左
翼
作

家
の
転
向
や
、
運
動
そ
の
も
の
の
解
体
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
き
た
本
多
や
平

野
謙
ら
の
人
々
が
、
敗
戦
直
後
、
た
だ
ち
に
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
批
判

的
再
検
討
に
ふ
み
き
り
、
蔵
原
惟
人
や
小
林
多
喜
二
の
よ
う
な
ナ
ッ
。
フ
主
流
の

文
学
の
も
っ
た
問
題
性
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
も
、
ご
く
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
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そ
れ
以
来
、
二
十
数
年
。
蔵
原
理
論
は
ほ
ぼ
批
判
さ
れ
つ
く
し
た
か
に
見
え

る
。
今
日
で
は
、
そ
の
理
論
的
系
譜
を
ひ
く
の
は
、
日
本
共
産
党
直
系
の
民
主

主
義
文
学
同
盟
し
か
な
く
、
そ
の
影
薯
力
も
弱
い
。

今
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
蔵
原
理
論
の
再
検
討
を
思
い
た
っ
た
の
は
、
こ
の

既
に
命
脈
を
失
っ
た
か
に
見
え
る
蔵
原
理
論
の
特
殊
的
性
格
を
、
私
な
り
に
も

う
一
度
再
確
認
し
て
お
き
た
い
気
持
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
批

判
と
は
異
っ
た
問
題
点
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

蔵
原
理
論
の
特
徴
が
、
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
主
張
に
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た

な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）
＋
一
月
、
ア
ナ
ー
キ
ス

ト
系
文
学
芸
術
家
を
排
し
て
な
っ
た
日
本
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
（
。
フ
ロ

芸
）
は
、
同
年
九
月
に
発
表
さ
れ
て
い
た
青
野
季
吉
『
自
然
生
長
と
目
的
意
識
』

を
き
っ
か
け
と
す
る

II

目
的
意
識
論
争
II

を
経
過
す
る
中
で
、
昭
和
二
年
六

月
に
は
、
。
フ
ロ
芸
を
脱
退
し
た
青
野
季
吉
、
林
房
雄
ら
、
い
わ
ゆ
る
『
文
芸
戦

線
」
派
の
労
農
芸
術
家
同
盟
（
労
芸
）
の
分
裂
を
招
い
た
。
そ
の
後
、
同
年
十

水

。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
ヘ
の

l 
視
点

勲

- 39 -



一
月
、
労
芸
は
再
び
分
裂
し
、
前
衛
芸
術
家
同
盟
（
前
芸
）
が
生
ま
れ
る
。

蔵
原
は
、
そ
の
目
筆
年
譜
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
四
年
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア

へ
お
も
む
き
、
翌
年
十
一
月
居
国
後
、
日
本
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
に
参
加

昭
和
二
年
の
。
フ
ロ
芸
分
裂
に
際
し
て
は
、
青
野
ら
と
共
に
労
芸
に
加
わ
り
、
労

芸
の
分
裂
に
際
し
て
は
、
青
野
と
手
を
き
っ
て
、
前
芸
を
創
立
、
そ
れ
に
参
加

し
た
、
と
あ
る
。

こ
の
後
、
昭
和
三
年
、
三
・
一
五
の
大
弾
圧
を
契
機
に
蔵
原
は
プ
ロ
芸
と
の

合
同
を
は
か
り
、
左
翼
文
芸
家
総
連
合
を
提
唱
、
そ
の
発
展
的
解
消
と
し
て
全

日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
（
ナ
ッ
。
フ
）
の
中
央
委
員
と
な
り
、
そ
の
指
導
的
理
論

家
と
し
て
、
昭
和
七
年
四
月
、
検
挙
さ
れ
る
ま
で
活
躍
し
た
。

蔵
原
の
批
評
家
と
し
て
の
出
発
は
、
昭
和
二
月
二
月
ー
三
月
に
発
表
さ
れ
た

「
現
代
日
本
文
学
と
無
産
階
級
」
（
文
芸
戦
線
）
で
あ
り
、
以
下
、
「
マ
ル
ク

ス
主
義
文
芸
批
評
の
基
準
」
（
昭
・
ニ
・
九
同
上
）
、
『
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ

ア
リ
ズ
ム
ヘ
の
道
」
（
昭
・
三
・
五
戦
旗
創
刊
号
）
、
『
再
び
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア

・
レ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
（
昭
・
四
。
八
東
京
朝
日
）
、
「
ナ
ッ
。
フ
芸
術
家

の
新
し
い
任
務
」
（
昭
・
五
・
四
戦
旗
）
、
『
芸
術
的
方
法
に
つ
い
て
の
感
想
」

（
昭
・
六
・
九
ー
十
ナ
ッ
。
フ
）
「
芸
術
理
論
に
お
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め

の
闘
争
」
（
昭
・
六
・
十
一
同
上
）
な
ど
の
重
要
な
論
文
を
書
い
て
い
る
。

今
、
こ
れ
ら
の
諸
論
文
を
年
代
を
お
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、
こ
の
論
の
目

的
で
は
な
い
の
で
、
私
は
、
蔵
原
理
論
が
一
応
の
達
成
を
見
た
と
い
わ
れ
る

「
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
ヘ
の
道
」
を
中
心
に
、
問
題
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

初
期
に
お
け
る
蔵
原
の
文
学
理
論
の
展
開
は
、
。
フ
ロ
芸
批
判
と
い
う
形
を
と

り
つ
つ
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
を
強
力
に
押
し
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時

若
い
東
京
帝
大
学
生
を
中
心
と
し
、
思
想
的
に
は
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
下
に
あ

っ
た
。
フ
ロ
芸
の
鹿
地
亘
、
谷
一
、
中
野
重
治
ら
は
、
労
芸
1
1
文
戦
派
を
鋭
く
批

判
し
、
例
え
ば
、
鹿
地
亘
は
、
文
戦
社
説
（
昭
・
ニ
・
ニ
）
へ
の
批
判
論
文
に

お
い
て
「
芸
術
は
、
そ
の
特
異
の
感
動
的
性
質
に
よ
っ
て
、
政
治
的
暴
露
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
く
大
衆
へ
の
進
軍
ラ
ッ
。
ハ
」
と
な
る
べ
き
で
、
そ
れ
自
体

「
副
次
的
役
割
」
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
芸
術
の
過
大
評
価
は
許
さ
れ
な

い
、
な
ど
と
述
べ
（
『
所
謂
社
会
主
義
文
芸
を
克
服
せ
よ
」
）
、
ま
た
中
野
重

治
も
「
我
々
の
前
に
横
た
わ
る
戦
紙
は
た
だ
一
筋
全
無
産
階
級
的
政
治
戦
線
あ

る
の
み
」
で
、
「
そ
の
中
に
特
に
芸
術
戦
線
な
る
も
の
は
あ
り
え
な
い
」
（
「

結
晶
し
つ
つ
あ
る
小
市
民
性
」
）
と
し
た
。
こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
、
林
房

雄
の
書
い
た
文
戦
社
説
は
、
青
野
が
提
起
し
た
「
目
的
意
識
」
の
「
目
的
」
と

い
う
コ
ト
バ
に
特
別
の
意
味
は
な
い
、
と
の
べ
つ
つ
、
社
会
主
義
文
学
も
芸
術

性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
芸
術
性
の
な
い
社
会
主
義
文
学
は
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
い
た
。

こ
の
段
階
で
の
、
。
フ
ロ
芸
と
文
戦
派
と
の
理
論
的
対
立
は
、
背
後
に
福
本
イ

ズ
ム
対
山
川
イ
ズ
ム
の
対
立
を
ひ
め
な
が
ら
、
芸
術
理
論
に
お
い
て
は
、
一
方

が
文
警
―
充
術
の
直
接
的
効
用
性
（
ア
ジ
・
。
フ
ロ
と
し
て
の
）
を
重
く
み
、
他
万

、
、
、

が
文
学
芸
術
の
本
来
も
つ
べ
き
芸
術
性
を
重
視
す
る
、
と
い
う
差
異
に
す
ぎ
ず

両
者
と
も
に
、
青
野
の
目
的
意
識
論
以
来
の
課
題
と
さ
れ
た
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
の
具
体
的
創
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
イ
メ
ー
ジ
も
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
〔
中
野
重
治
に
は

II

微
妙
な
る
も
の
へ
の
関
心
③
II

と
い
う
有
名
な
コ
ト

バ
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
捨
象
し
て
お
き
た
い
。
〕

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
目
的
意
識
論
争
を
う
け
つ
ぎ
つ
つ
、
そ
れ
を
リ
ア
リ
ズ
ム

の
方
向
へ
み
ち
び
い
て
い
っ
た
の
が
、
蔵
原
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
に
お

い
て
、
は
っ
き
り
労
芸
側
に
た
っ
て
い
た
蔵
原
は
、
。
フ
ロ
芸
派
を
「
観
念
左
翼
」

と
み
、
「
い
わ
ゆ
る
「
現
段
階
」
の
一
般
的
規
定
か
ら
の
論
理
的
結
論
と
し
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、
、
、
、
、
、

て
の
大
衆
ー
ー
か
く
あ
る
べ
き
の
大
衆
」
を
描
く
か
わ
り
に
「
生
き
た
大
衆
」

を
描
け
と
主
張
し
た
。

も
と
も
と
、
芸
術
の
意
味
を
「
進
軍
ラ
ッ
。
ハ
」
「
教
化
運
動
」
に
し
か
求
め

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
プ
ロ
芸
派
の
若
き
マ
ル
キ
ス
ト
た
ち
は
、
方
法
ら
し

い
方
法
を
も
ち
う
る
は
ず
も
な
く
、
蔵
原
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム

へ
の
道
」
を
書
く
に
い
た
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
屈
販
⑤
し
た
。

蔵
原
惟
人
と
同
じ
道
を
歩
ん
で
き
た
山
田
清
三
郎
は
、
そ
の
蔵
原
の
理
論
を

評
価
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
第
一
に
そ
れ
は
、
は
じ
め
平
林
初
之
輔
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
芸
術
に
お
け

る
歴
史
性
と
階
級
性
の
問
題
が
、
荒
っ
ぽ
い
そ
の
裁
断
的
断
定
か
ら
、
理
論
的

な
も
の
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
青
野
季
吉
の
「
調
べ
た
芸
術
」
の
主

張
が
リ
ア
リ
ズ
ム
論
に
発
展
さ
せ
ら
れ
、
同
時
に
お
な
じ
く
目
的
意
識
論
が
、

戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
実
践
的
課
題
ー
基
本
的
に
は
「
二
七
テ
ー
ゼ

」
の
課
題
に
そ
っ
た
ー
に
発
展
的
に
止
掲
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
第
三
は

う
た
が
い
も
な
く
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
を
リ
ア
リ
ス
ト
の
方
向
に
、
意

識
的
に
み
ち
び
い
た
こ
と
で
あ
る
。
」
（
『
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
」
下
巻
理
論

社
版
）
。

こ
の
評
価
は
簡
潔
に
し
て
要
を
え
て
い
る
が
、
で
は
そ
の
蔵
原
の
主
張
し
た

リ
ア
リ
ズ
ム
論
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。
以
下
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

、A
0
,> 

「
生
活
組
織
と
し
て
の
芸
術
と
無
産
階
級
」
（
昭
・
三
・
四
前
衛
）
の
中
で

蔵
原
は
、
芸
術
と
は
感
情
と
思
想
と
を
社
会
化
す
る
手
段
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ

に
よ
っ
て
生
活
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
規
定
し
つ
つ
、
そ
の
意
味
で
科

学
と
芸
術
の
間
に
は
本
質
的
な
差
異
は
な
く
、
前
者
が
抽
象
的
概
念
の
助
け
を

か
り
て
こ
れ
を
な
す
の
に
対
し
、
後
者
は
具
体
的
形
象
を
か
り
て
こ
れ
を
な
す

の
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

「
我
々
は
、
現
代
社
会
の
科
学
的
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
分
析
に
よ
っ
て
現
代

日
本
の
資
本
主
義
が
、
い
か
な
る
段
階
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
。
…
…
…
し

か
し
、
も
し
も
我
々
が
科
学
的
分
析
の
助
け
の
み
を
か
り
て
こ
れ
を
認
識
せ
ん

と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
た
だ
、
抽
象
的
概
念
的
に
し
か
そ
れ
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
そ
れ
の
み
で
は
足
ら
な
い
の
だ
。
我
々
は
さ
ら
に
、

わ
が
国
に
は
い
か
な
る
労
働
者
、
農
民
、
小
市
民
、
或
い
は
そ
の
他
の
人
々
が

い
か
な
る
生
活
を
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
感
情
と
思
想
と
意
志
と
を
有
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
、
個
別
的
具
体
的
に
知
る
必
要
が
あ
る
。
」

そ
れ
は
い
か
に
し
て
可
能
か
。
蔵
原
は
い
う
、
単
に
そ
れ
は
生
活
の
具
体
的

記
録
を
と
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
現
実
に
お
け
る
必
然
的
な
る
も
の
、
典
型

的
な
る
も
の
、
真
実
な
る
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ

る
、
と
。
が
、
こ
こ
で
は
依
然
と
し
て
、
そ
の
真
実
な
る
も
の
が
い
か
に
し
て

可
能
で
あ
る
か
、
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
果
た
さ
れ
る
の
は
、

『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
の
道
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
論
文

に
お
い
て
、
蔵
原
は
、
自
然
主
義
レ
ア
リ
ズ
ム
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
レ
ア
リ
ズ

ム
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
の
三
つ
を
区
分
け
し
、
前
二
者
は
要
す
る

に
階
級
斗
争
の
場
と
し
て
現
実
を
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
。
フ
ロ
レ

タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
こ
そ
そ
れ
を
可
能
に
す
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い

こ。
上ー・

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
朋
確
な
る
階
級
的
観
点
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
確
な
る
階
級
的
観
点
を
獲
得
す
る
と
は
、
ひ
っ

き
ょ
う
戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
」

「
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
現
実
を
我
々
の
主
観
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
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た
り
粉
飾
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
我
々
の
主
観
ー
ー
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
階
級
的
主
観
ー
ー
！
に
粗
応
す
る
も
の
を
現
実
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
に

あ
る
の
だ
。
」

そ
れ
故
、
そ
の
結
論
は
、
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
第
一
に
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
前
衛
の
「
眼
を
も
っ
て
」
世
界
を
見
る
こ
と
、

第
二
に
厳
正
な
る
レ
ア
リ
ス
ト
の
態
度
を
も
っ
て
そ
れ
を
描
く
こ
と
ー
ー
こ
れ

が
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
ヘ
の
唯
―
つ
の
道
で
あ
る
。
」
と
。

お
よ
そ
誰
で
も
指
摘
で
き
る
の
は
、
こ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
論
の
背
後
に
あ
る
反

映
論
的
構
造
④
で
あ
ろ
う
。
文
学
芸
術
の
機
能
は
、
現
実
の
本
質
を
正
し
く
反

映
し
、
そ
れ
を
具
体
的
に
形
象
化
す
る
こ
と
で
、
「
生
活
を
組
織
す
る
」
と
こ

ろ
に
お
か
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
作
家
は
「
戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
立
場
」
に
身
を
お
き
、
「
階
級
的
観
点
」
に
よ
っ
て
現
実
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
が
成
立
す
る
。
確
か

に
、
こ
こ
で
11

芸
術
性
II

と
II

直
接
効
用
性
II

の
矛
盾
は
統
一
さ
れ
た
か
に
見

え
る
。し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
II

統
一
II

に
は
大
き
な
限
界
、
あ
る
い

は
欠
陥
が
あ
る
。
お
よ
そ
、
そ
れ
は
原
理
的
に
は
二
通
り
指
摘
で
き
る
。
一
っ

、
、
、
、
、

は
、
こ
の
単
純
明
解
な
反
映
論
に
お
い
て
は
、
作
家
が
何
故
書
く
か
、
と
い
う

創
造
主
体
の
問
題
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
文
学
芸
術
の

持
つ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
機
能
を
全
く
無
視
し
、
文
学
芸
術
の
自
律
性
を

否
定
す
る
。
こ
う
し
た
批
判
を
行
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
吉
本
隆
明
『
社
会

主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」
が
あ
る
⑤
゜

第
二
に
、
こ
の
反
映
論
で
は
、
人
間
（
主
体
）
と
現
実
（
客
体
）
と
の
関
係

が
、
固
定
化
さ
れ
、
弁
証
法
的
関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
人
間
は

こ
こ
で
は
全
体
的
な
存
在
で
は
な
く
、
現
実
の
本
質
と
い
う
ア
・
。
フ
リ
オ
リ
な

3
 

法
則
を
認
識
す
る
た
け
の
道
具
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
批
判
を
行
っ
た
も

の
と
し
て
は
、
杉
山
康
彦
「
芸
術
と
疎
外
」
が
す
ぐ
れ
て
い
る
⑥
。

両
者
と
も
、
大
変
鋭
く
問
題
の
急
所
を
つ
い
て
お
り
、
私
は
こ
れ
を
前
提
と

し
た
上
で
、
論
を
展
開
し
た
い
、
と
思
う
。

私
の
問
題
意
識
は
、
そ
の
よ
う
な
自
明
と
も
い
え
る
欠
陥
を
持
つ
蔵
原
理
論

が
、
何
故
に
、
ナ
ッ
。
フ
の
指
導
理
論
と
な
り
、
圧
倒
的
影
馨
を
与
え
た
か
、
に

あ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
蔵
原
理
論
、
あ
る
い
は
小
林
多
喜
二
の
小
説
な

ど
に
ふ
れ
つ
つ
、
考
え
て
み
た
い
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
近
代
の
す
ぐ
れ
た
作
家
た
ち
は
、
す
べ
て
リ
ア
リ
ス
ト

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
、
ゾ
ラ

か
ら
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
の

方
法
を
反
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
が
一
様
に
リ
ア
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

近
代
資
本
主
義
社
会
で
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
全
て
は
商
品
と
し
て
あ
ら

わ
れ
る
。
利
害
と
打
算
が
全
て
を
支
配
す
る
。
金
銭
的
利
益
が
神
で
あ
る
社
会

で
は
、
個
人
は
個
人
と
し
て
身
分
制
か
ら
解
放
さ
れ
は
し
た
が
、
そ
の
代
り
に

人
々
は
苛
酷
な
、
容
赦
の
な
い
生
存
競
争
の
中
に
ま
き
こ
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
の

人
々
は
、
そ
こ
で
労
働
力
を
売
る
商
品
と
化
し
た
自
己
を
し
か
発
見
し
え
な

い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
は
、
い
っ
さ
い
の
封
建
的
、
家
父
長
的
、
牧
歌
的
関
係

を
破
壊
し
、
人
間
と
人
間
と
の
間
に
、
赤
裸
々
な
利
害
以
外
の
な
に
も
の
も
残

さ
な
い
（
マ
ル
ク
ス
）
。

こ
う
し
た
近
代
社
会
の
現
実
に
対
し
て
批
判
的
で
な
か
っ
た
作
家
は
い
な
か

っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
発
展
は
、
人
間
の
個
人
と
し
て
の
自
由
や
尊
厳
と

- 42 -



い
う
価
値
を
啓
発
し
つ
つ
、
他
方
で
は
、
そ
の
人
間
的
価
値
を
無
惨
に
破
壊
す

る
。
個
人
と
し
て
覚
醒
し
た
作
家
た
ち
は
、
自
己
の
存
在
理
由
を
確
か
め
、

自
己
を
確
立
し
よ
う
と
意
志
す
る
限
り
、
そ
の
敵
と
し
て
社
会
的
矛
盾
を
鋭
く

意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
も
つ
陳
腐
さ
や
、
利
己
的
で

、
、
、
、
、

打
算
的
な
実
利
の
原
理
と
は
、
ま
っ
こ
う
か
ら
対
立
す
る
孤
独
な
自
我
と
い
う

も
の
が
、
文
学
の
中
心
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
孤
独
な
自
我
の
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
反
逆
の
な
か
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
性
に
た
い
す
る
貴
族
的
な
否
定
と

、
、
、
、
、
、
、
、

平
民
的
な
否
定
と
の
奇
妙
な
混
合
の
な
か
か
ら
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ

た
。
」
（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
⑦
）
。

過
去
の
夢
物
語
に
陶
酔
す
る
だ
け
の
共
同
体
的
基
盤
は
う
ち
砕
か
れ
、
一
層

身
近
か
な
現
実
生
活
に
そ
く
し
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
小
説
が
、
読
者
か
ら

も
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
作
家
た
ち
は
、
各
々
な
り
の
考
え
で
、
現
実
を
再

構
成
し
、
そ
の
中
に
生
き
る
人
々
の
生
と
死
を
描
く
。
そ
の
こ
と
で
、
作
家
た

ち
は
、
現
実
の
愚
劣
さ
、
無
意
味
さ
、
を
摘
発
し
、
告
発
す
る
、
憤
怒
を
こ
め

て
。
そ
し
て
自
我
の
存
在
の
か
け
が
え
の
な
さ
が
訴
え
ら
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
以
上
の
よ
う
な
所
に
、
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
性
を
見
る
こ
と

は
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
こ
う
し
た
近
代
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
成

立
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
必
ず
し
も
、
封
建
的
な
、
家
父
長
的

な
、
牧
歌
的
な
一
切
の
関
係
は
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ

、
、
、

れ
は
政
治
的
に
利
用
さ
れ
、
温
存
さ
れ
た
。
資
本
の
原
始
的
蓄
積
に
か
か
る
搾

取
の
形
態
は
そ
の
よ
う
な
天
皇
制
に
象
徴
さ
れ
る
宗
教
的
、
政
治
的
幻
想
に
よ

っ
て
包
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
日
本
の
近
代
作
家
た
ち
は
、
自

我
を
押
し
つ
ぶ
す
資
本
主
義
社
会
の
現
実
的
矛
盾
を
鋭
く
意
識
す
る
代
り
に
、

陰
微
な
形
で
自
己
を
「
家
」
的
共
同
体
に
埋
没
さ
せ
、
そ
の
こ
と
で
自
己
と
社

会
（
家
）
と
の
調
和
を
は
か
り
、
自
己
の
救
済
を
と
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

、、

た
。
「
家
」
的
共
同
体
は
、
確
か
に
自
我
を
抑
圧
す
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、

、
、
、

同
時
に
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
救
済
の
場
で
も
あ
り
え
た
。

具
体
的
例
証
は
省
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本
の
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家
た

ち
ー
ー
漱
石
、
鵬
外
を
の
ぞ
い
た
主
に
自
然
主
義
系
の
ー
ー
が
、
鋭
く
資
本
主

義
社
会
の
矛
盾
を
自
分
自
身
の
肉
体
に
お
い
て
意
識
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
日

本
の
社
会
が
、
人
間
を
商
品
と
商
品
と
の
打
算
的
な
、
冷
酷
な
関
係
に
お
く
代

り
に
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
中
和
作
用
を
ほ
ど
こ
し
た
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
そ
し

て
、
そ
れ
こ
そ
天
皇
制
を
頂
点
と
す
る
家
父
長
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
す
ぐ
れ
た
日
本
の
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家
は
、
何
よ
り
現
実
の
状
況

と
し
て
「
家
」
を
意
識
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
家
」

」
に
お
け
る
人
間
と
人
間
と
の
関
係
は
、
打
算
的
、
実
利
的
で
あ
り
な
が
ら
、

、、

同
時
に
肉
親
と
し
て
の
関
係
で
も
あ
っ
た
。
「
家
」
は
、
そ
れ
に
叛
逆
す
る
者

を
追
放
し
、
永
遠
の
孤
独
と
陪
黒
の
な
か
に
つ
き
や
る
と
同
時
に
、
放
蕩
息
子

を

あ

た

た

か

く

迎

え

い

れ

る

存

在

で

も

あ

っ

た

。

．

今
、
か
な
り
単
純
化
し
て
い
え
ば
、
明
治
に
お
い
て
は
「
家
」
は
も
っ
ぱ
ら

自
我
を
抑
圧
す
る
障
害
と
し
て
機
能
し
つ
つ
、
大
正
期
に
入
っ
て
、
日
本
資
本

主
義
が

11
高
度
成
長
II

を
と
げ
、
安
定
し
て
き
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ

そ
の
孤
独
な
自
我
を
共
同
体
内
部
に
救
済
す
る
機
能
を
強
め
た
、
と
い
え
る
。

そ
の
機
能
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
は
い
わ
ゆ
る
私

小
説
、
心
境
小
説
へ
の
煩
向
を
強
め
た
。

そ
し
て
、
私
は
、
そ
の
中
和
的
作
用
を
な
し
た
「
家
」
が
崩
壊
し
は
じ
め
た
時

期
こ
そ
が
、
関
東
大
震
災
以
後
の
昭
和
時
代
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
。
こ
こ
で

は
、
た
と
え
ば
、
昭
和
初
期
の
金
融
大
恐
慌
を
指
摘
す
れ
ば
足
る
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
エ
ロ
・
グ
ロ
文
化
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
11

大
衆
社
会
状
況
II
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と
、
こ
の
大
不
況
時
代
は
、
人
々
に
全
く
新
し
い
現
実
を
か
い
ま
見
せ
た
は
ず

、、

で
あ
る
。
天
皇
制
国
家
と
日
常
的
現
実
と
の
間
に
お
い
て
、
共
同
体
的
幻
想
と

し
て
働
い
た
「
家
」
は
、
今
や
解
体
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
時
、
人
々
は
い
わ
ば

、
、
、
、

は
じ
め
て
冷
酷
で
打
算
的
な
資
本
主
義
社
会
の
赤
裸
々
な
現
実
に
直
面
し
、
天

皇
制
国
家
権
力
の
暴
力
装
置
と
し
て
の
機
能
を
見
て
と
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
で
‘
―
つ
の
文
章
を
引
用
し
た
い
。

「
我
々
に
最
も
親
し
い
と
こ
ろ
か
ら
問
題
を
す
す
め
る
時
、
我
々
は
次
ぎ
の

如
き
状
態
を
見
る
。
莫
大
な
賃
金
値
下
げ
と
大
衆
的
首
切
り
と
に
対
抗
し
て
、

開
か
れ
た
工
場
代
表
者
会
議
は
、
官
憲
の
た
め
木
っ
葉
微
塵
に
叩
き
つ
け
ら
れ

あ
ま
ね
く
立
ち
入
り
禁
止
の
制
札
を
立
て
ま
わ
し
た
大
地
主
に
対
抗
し
て
寄
合

い
を
持
っ
た
農
民
は
、
縄
を
う
た
れ
て
区
裁
判
所
へ
し
ょ
引
か
れ
て
い
っ
た
。

連
続
的
に
家
賃
を
つ
り
あ
げ
る
悪
家
主
に
値
下
げ
の
嘆
願
書
を
さ
し
だ
し
た
店

子
は
、
嘆
願
書
を
だ
し
た
た
め
に
即
座
に
店
た
て
を
喰
い
、
腹
の
中
で
胎
児
が

動
き
だ
し
た
か
ら
ほ
ん
の
少
し
休
ま
せ
て
く
れ
と
願
い
に
あ
が
っ
た
女
工
は
、

寒
中
裸
に
む
か
れ
て
ホ
ー
ス
で
水
を
ぶ
っ
か
け
ら
れ
、
家
の
中
で
自
国
語
で
話

を
し
て
い
た
朝
鮮
人
は
、
そ
れ
が
彼
の
自
国
語
で
あ
っ
た
た
め
に
引
き
ず
り
だ

さ
れ
て
浮
浪
罪
の
名
の
下
に
、
法
規
を
こ
え
た
長
期
の
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
。

（
中
略
）
。

我
々
の
社
会
的
政
治
的
抑
圧
と
は
、
専
制
権
力
の
下
に
つ
ぷ
さ
れ
て
い
る
被

抑
圧
民
衆
と
し
て
の
存
在
で
あ
り
、
我
々
の
「
一
言
に
し
て
い
え
ば
意
識
」
は

こ
の
抑
圧
の
鞭
の
下
に
悲
嗚
を
あ
げ
、
号
泣
の
声
を
高
め
、
こ
の
鞭
を
折
っ
ぺ

し
よ
る
た
め
に
は
流
血
を
い
と
わ
ぬ
所
の
決
意
で
あ
り
、
そ
れ
の
歴
史
的
特
性

は
、
帝
国
主
義
の
段
階
に
お
け
る
反
専
制
主
義
で
あ
る
。
」
（
中
野
重
治
「
芸
術

に
関
す
る
走
り
書
的
覚
え
書
」
昭
・
ニ
・
十
）
。

長
い
引
用
を
あ
え
て
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
私
た
ち
が
読
み
と
る
の
は
、
こ
の

よ
う
な
専
制
権
力
に
対
す
る
純
粋
に
し
て
直
載
な
怒
り
、
憎
し
み
こ
そ
が
、
。
フ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
を
支
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る。
ま
さ
し
く
、
こ
の
よ
う
な
抗
議
を
示
す
も
の
と
し
て
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

、
、
、
、
、

は
生
ま
れ
た
。
そ
の
時
、
そ
の
文
学
が
も
っ
と
も
鋭
く
政
治
的
性
格
を
お
び
た

の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
蔵
原
理
論
の
持
つ
意
味
も
、
そ
の
脈
絡
の
中

に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。

蔵
原
が
理
想
と
し
て
持
っ
て
い
た
文
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
近
代
の
批
判
的
リ

ア
リ
ズ
ム
文
学
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
で
断
定
し
て
も
さ
し

つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ
ズ
ム
の
主
張
も
、
実

に
、
近
代
日
本
文
学
に
お
い
て
流
産
の
運
命
に
し
か
あ
わ
な
か
っ
た
現
実
批
判

の
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
を
、
今
一
度
マ
ル
ク
ス
主
義
的
理
論
づ
け
に
よ
っ
て
試
み

な
お
そ
う
と
は
か
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
時
代
状
況
は
そ
れ
を
要
求

し
て
い
た
し
、
伝
統
的
な
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
で
は
、
こ
の
新
し
い

現
実
は
も
は
や
と
ら
え
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
彼
は

「
階
級
的
観
点
」
に
た
っ
た
現
実
の
本
質
的
表
現
と
し
て
の
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム

を
強
く
主
張
し
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
抵
抗
な
く
ナ
ッ
プ
内
部
に
浸
透
し
て
い
っ

た
の
だ
。

そ
の
「
階
級
的
観
念
」
の
制
約
の
故
に
現
実
を
一
面
的
、
機
械
的
に
し
か
と

、
、
、

ら
え
ら
れ
ず
、
現
実
を
な
か
ん
づ
く
そ
の
専
制
権
力
の
実
体
と
い
う
政
治
的
な

形
で
し
か
把
握
し
え
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
と
も
あ
れ
、
私
た
ち
は
蔵
原
の
理
論

的
要
請
に
こ
た
え
て
書
か
れ
た
小
林
多
喜
二
の
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」

や
「
蟹
工
船
」
、
あ
る
い
は
中
野
重
治
「
春
さ
き
の
風
」
や
「
鉄
の
話
」
そ
の

、
、
、
、

他
の
文
学
作
品
が
、
近
代
日
本
で
は
じ
め
て
天
皇
制
国
家
権
力
の
残
虐
さ
を
直

、
、
、
、
、
、
、
、
、

接
的
に
形
象
化
し
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
、
決
し
て
過
少
に
評
価
し
て
は
な
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蔵
原
が
い
う
「
階
級
的
観
点
」
や
「
戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
」

と
い
う
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
の
ち
、
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
共
産
党
の
立
場
と

し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
野
謙
は
そ
れ
に
ふ
れ
て

書
い
て
い
る
。

「
し
か
し
、
昭
和
五
月
四
月
、
「
共
産
主
義
芸
術
の
確
立
へ
」
と
傍
題
さ
れ

佐
藤
耕
一
の
筆
名
で
発
表
せ
ら
れ
た
蔵
原
惟
人
の
「
ナ
ッ
プ
芸
術
家
の
新
し
い

任
務
」
が
い
か
に
目
く
ら
む
よ
う
な
絶
対
的
要
請
を
実
作
者
に
課
し
た
も
の
だ

っ
た
か
は
、
今
日
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
「
ナ
ッ
プ
」
加

盟
員
に
非
合
法
共
産
党
員
た
れ
と
号
令
す
る
に
ひ
と
し
い
一
種
の
無
理
強
い
を

内
包
し
て
い
た
。
小
林
多
喜
二
な
ど
少
数
の
も
の
が
そ
の
困
難
な
道
を
押
し
き

っ
て
い
っ
た
が
、
お
お
く
の
作
家
た
ち
は
乾
い
た
図
式
的
な
作
品
を
書
く
し
か

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
「
昭
和
文
学
入
門
」
河
出
）
。

4
 

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
そ
れ
が
部
分
的
で
、
歪
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

に
せ
よ
、
作
家
主
体
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
憤
怒
や
憎
悪
の
リ
ア
リ
テ
イ
は
今
な

お
私
た
ち
の
胸
を
う
つ
。

が
、
し
か
し
、
や
は
り
な
お
私
た
ち
は
、
結
局
は
こ
の
運
動
が
昭
和
九
年
頃

よ
り
解
体
し
は
じ
め
、
数
多
く
の
転
向
作
家
を
生
み
だ
し
な
が
ら
、
十
五
年
戦

争
に
突
入
し
て
い
っ
た
日
本
国
家
の
動
向
の
中
で
、
芸
術
的
抵
抗
を
試
み
る
こ

と
な
く
、
運
動
と
し
て
破
産
し
て
し
ま
っ
た
事
実
を
見
の
が
す
わ
け
に
は
い
か

、、

な
い
。
ま
た
、
そ
の
運
動
の
崩
壊
要
因
を
、
単
に
天
皇
制
国
家
協
力
の
弾
圧
に

の
み
解
消
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
遠
因
は
、
必
ず
や
蔵
原
理
論
に
も
含

ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
私
た

ち
は
依
然
と
し
て
一
歩
も
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

平
野
謙
は
、
つ
づ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
芸
術
を
通
し
て
共
産
党
支
持
を
作
品

化
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
作
家
た
ち
は
自
ら
共
産
党
員

た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
保
証
し
よ
う
と
し
た
の
だ
、
と

述
べ
る
。

し
か
し
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
自
我
の
拠
り
所
を

喪
っ
た
作
家
た
ち
に
と
っ
て
、
「
階
級
的
観
点
」
を
持
ち
「
戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
立
場
」
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
っ
き
ょ
う
孤
独
な
自
我
を
共

産
党
員
と
し
て
意
味
づ
け
る
方
向
を
さ
し
し
め
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
さ

も
な
け
れ
ば
、
作
家
た
ち
は
社
会
的
視
野
を
全
く
見
失
な
っ
た
私
小
説
的
、
心

境
小
説
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
ち
い
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
。
フ
ロ
レ
タ

、
、
、
、

リ
ア
作
家
た
ち
は
、
極
度
に
観
念
的
に
尖
鋭
化
し
、
現
実
を
な
か
ん
づ
く
そ
の

政
匿
旺
側
面
に
お
い
て
、
鋭
く
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
い
か
に

も
、
そ
の
「
階
級
的
観
点
」
と
い
い
、
「
戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
」

と
い
わ
れ
る
も
の
は
抽
象
的
、
観
念
的
で
あ
り
、
形
式
論
理
的
で
し
か
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
が
む
し
ろ
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
リ
ア
リ
テ
ィ

を
か
ち
え
た
こ
と
も
否
定
し
え
な
い
。

一
般
に
、
蔵
原
理
論
（
ナ
ッ
。
フ
の
指
導
的
理
論
と
し
て
の
）
は
II
政
治
の
優

位
性
II

な
る
側
面
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

、、

は
不
充
分
な
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
政
治
を
優
位
に
お
く
こ
と
で
し
か
、
彼
ら

は
真
実
を
と
ら
え
る
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
む
し
ろ
、
蔵
原

理
論
の
最
大
の
欠
陥
は
、
結
局
そ
れ
が
蔵
原
自
身
の
願
望
を
う
ら
ぎ
っ
て
「
生

き
た
大
衆
」
の
姿
を
客
観
的
に
描
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
衆
と

知
識
人
と
の
間
の
溝
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
蔵
原
の
リ
ア
リ
ズ
ム
的
方
法
で
は
不
可
能
な
こ
と
で

は
な
か
っ
た
か
。
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「
生
き
た
大
衆
」
と
蔵
原
が
い
う
時
、
私
た
ち
は
、
他
方
で
は
、
蔵
原
が
い
わ

ゆ
る

II

芸
術
大
衆
化
論
争
⑧
II

の
中
で
「
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
と
「
大
衆
の
直

接
的
ア
ジ
・
。
フ
ロ
」
を
区
別
し
、
後
者
の
た
め
に
は
浪
花
節
や
封
建
的
な
大
衆

文
学
な
ど
も
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
記
憶
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
あ
く
ま
で
重
要
だ
っ
た
の
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
に
か
わ
る
新
し
い
大
衆
芸
術
の
創
造
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
蔵
原
は
彼
の
リ
ア
リ
ズ
ム
観
に
拘
束
さ
れ
て
、
そ
の
こ
と
を
見
ぬ
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

、、

そ
の
結
果
、
例
え
ば
小
林
多
喜
二
が
描
く
大
衆
と
は
、
い
か
に
も
反
イ
ン
テ

、
、
、
、
、
、

リ
的
な
、
「
理
屈
」
を
た
だ
軽
蔑
す
る
こ
と
し
か
知
ら
な
い
、
不
断
の
日
常
生

、
、
、
、
、

活
に
お
い
て
絶
え
ず
支
配
者
か
ら
の
抑
圧
を
受
け
つ
つ
、
屈
せ
ず
に
た
た
か
う

「
戦
斗
的
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
姿
で
し
か
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
「
生
き

た
大
衆
」
が
不
断
の
日
常
生
活
に
お
い
て
天
皇
制
国
家
権
力
の
圧
迫
に
さ
ら
さ

れ
て
い
た
わ
け
は
な
い
。
私
た
ち
が
、
今
日
、
そ
こ
に
読
み
と
る
の
は
、
現
実

を
喪
失
し
た
、
生
活
の
根
を
持
ち
え
な
い
、
理
屈
だ
け
で
行
動
力
を
も
た
ぬ
、

嫌
悪
す
べ
き
ィ
ン
テ
リ
と
し
て
の
小
林
多
喜
二
自
身
の
コ
ム
。
フ
レ
ッ
ク
ス
で
あ

っ
て
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
小
林
の
ぬ
き
が
た
い
自
己
欺
晒
を
指
摘
し
う
る
⑨
゜

小
林
多
喜
二
に
と
っ
て
は
、
い
か
に
そ
の
嫌
悪
す
べ
き
ィ
ン
テ
リ
た
る
自
己
を

不
屈
の
共
産
党
員
に
高
め
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
り

そ
の
限
り
、
彼
に
と
っ
て
は
「
生
き
た
大
衆
」
と
は
意
識
の
遅
れ
た
群
盲
で
し

か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
私
は
、
当
時
に
お
い
て
大
衆
が
民
主
主
義

的
権
利
を
明
確
に
持
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た

だ
し
か
し
、
歴
史
を
創
造
す
る
主
体
と
し
て
の
民
衆
の
自
覚
の
芽
ば
え
は
、
た

と
え
ば
葉
山
嘉
樹
「
海
に
生
き
る
人
々
」
に
く
っ
き
り
描
か
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。

が
、
蔵
原
が
「
階
級
的
観
念
」
を
作
家
に
強
要
し
、
非
合
法
共
産
党
員
た
れ
と

、
、
、
、

要
請
し
た
時
、
作
家
は
自
己
の
内
部
矛
盾
を
き
り
す
て
、
ひ
た
す
ら
に
国
家
権

カ
の
残
虐
に
対
す
る
憎
悪
に
も
え
て
い
く
こ
と
で
、
か
え
っ
て
「
生
き
た
大
衆
」

の
姿
を
見
失
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
反
映
論
に
も
と
づ
き
つ
つ
社

会
の
階
級
的
現
実
を
描
け
、
と
す
る
蔵
原
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
必
然
の
帰
結
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

誤
解
を
お
そ
れ
ず
に
い
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
革
命
性
は
、
歴
史
的

主
体
と
し
て
、
抑
圧
さ
れ
た
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
掘
し
た
所
に
こ
そ
あ
っ

た
し
、
そ
れ
故
に
、
そ
れ
は
民
主
主
義
の
も
っ
と
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
実
践
的
思

想
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
も
し
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
な
る
も
の
が
存
在
し

う
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
思
想
的
課
題
を
自
ら
に
な
う
所
に
し
か
生
ま
れ
な
い
だ

ろ
う
。し
か
し
、
ナ
ッ
。
フ
主
流
の
文
学
者
た
ち
は
、
そ
の
課
題
を
に
な
う
代
り
に
、

、
、
、
、
、

天
皇
制
国
家
権
力
の
政
治
的
暴
露
に
彼
ら
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
基
礎
を
お
き
、
共

、
、
、

産
党
員
と
し
て
の
自
己
完
成
の
道
に
む
か
っ
て
、
ひ
た
す
ら
つ
っ
走
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
う
す
れ
ば
そ
う
す
る
ほ
ど
、
一
層
自
己
自
身
の
現
実
的
基
盤
を
喪
失

し
、
現
実
の
大
衆
的
動
向
か
ら
う
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
一
度
そ
れ
が
苛
酷
な

弾
圧
の
前
に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
た
ち
は
い
ず
れ
も
「
殉

教
か
背
教
か
」
の
二
者
択
一
に
迫
ら
れ
、
転
向
文
学
と
い
う
そ
れ
自
体
無
意
味

な
、
空
疎
き
わ
ま
る
作
品
を
、
少
数
を
の
ぞ
い
て
は
書
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

注
1

座
談
会
『
文
学
と
現
実
ー
蔵
原
惟
人
を
囲
ん
で
ー
』
（
昭
。
二
十
一
・
一
）

の
本
多
発
言
。

2

中
野
重
治
『
詩
に
関
す
る
断
片
』
（
大
。
十
五
噌
六
）
。
(38
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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12

「
明
治
文
学
全
集
84
」
福
田
英
子
年
表
に
よ
る
。

13

十
三
年
五
月
三
十
日
朝
野
新
聞

14

十
三
年
十
二
月
一
日
よ
り
十
四
年
一
月
二
十
五
日
ま
で
朝
日
新
聞
に
連
載
、

発
停
処
分
さ
れ
る
。

15

前
掲
越
智
氏
の
論
文
二
五
。
ヘ
ー
ジ
、
お
よ
び
柳
田
氏
の
著
に
も
く
わ
し
い
。

十
五
年
七
月
京
城
の
変
に
渡
鮮
し
、
立
憲
政
党
新
聞
に
報
告
し
た
「
朝
鮮
詳
報
」

（
十
五
年
九
月
）
、
「
朝
鮮
紀
行
」
（
同
八
月
）
お
よ
び
十
七
年
仏
清
事
変
に

中
国
に
渡
り
「
第
一
清
遊
記
」
（
十
八
年
一
月
）
を
書
い
た
が
、
そ
こ
に
朝
鮮

中
国
へ
の
対
外
硬
経
略
を
主
張
し
て
い
る
。

16

前
記
柳
田
氏
著
四
四
一
ペ
ー
ジ
。

17

十
六
年
四
月
二
十
日
ー
ー
五
月
二
十
四
日
、
立
憲
政
党
新
聞
。
戯
曲
体
で
、

「
東
洋
民
権
百
家
伝
」
巻
頭
の
民
権
家
戸
谷
新
右
衛
門
を
描
い
た
も
の
。

18

十
七
年
七
月
三
十
日
ー
ー
九
月
九
日
、
「
自
由
燈
」
掲
載
。
院
本
風
戯
曲
、

義
人
民
助
（
「
百
家
伝
」
四
快
に
掲
載
予
定
だ
っ
た
が
出
て
い
な
い
）
ら
を
描

い
た
も
の
。

19

小
室
信
夫
に
つ
い
て
は
服
部
之
総
著
「
明
治
の
思
想
」
（
理
論
社
）
に
詳
し

‘.o 
？
 

20

林
基
氏
の
解
題
三
九

0
ペ
ー
ジ
。

21

小
田
切
秀
雄
「
日
本
近
代
文
学
」
＋
八
ペ
ー
ジ
。
政
治
小
説
を
「
祖
雑
な
傾

向
文
学
」
と
み
る
立
場
に
対
し
、
飛
鳥
井
雅
道
氏
は
「
政
治
小
説
と
近
代
文
学
」

」
（
思
想
の
科
学
昭
和
三
十
四
年
六
月
号
）
に
お
い
て
、
政
治
小
説
を
集
団
の

文
学
と
し
、
近
代
文
学
の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

22

前
掲
越
智
治
雄
氏
著
三

0
ペ
ー
ジ
に
「
政
治
小
説
と
草
双
紙
ー
ー
小
室
案
外

堂
の
場
合
、
そ
れ
は
前
者
が
後
者
に
屈
伏
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
こ
の
問

題
は
二
つ
に
発
展
す
る
。
―
つ
は
龍
渓
の
如
く
、
政
治
小
説
と
大
衆
小
説
を
一

つ
に
考
え
る
試
み
。
今
―
つ
は
木
下
尚
江
の
如
く
、
草
双
紙
的
な
政
治
小
説
か

ら
出
発
し
て
、
こ
れ
を
真
正
の
近
代
小
説
の
域
に
迄
高
め
る
努
力
。
…
…
」
と

あ
る
。

(46
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

3

の
ち
に
も
ふ
れ
る
『
芸
術
大
衆
化
論
争
』
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
最
終
的
に
な

し
と
げ
ら
れ
た
。

4

反
映
論
と
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
基
一
『
リ
ア
リ
ズ
ム
の
探

求
』
参
照
。

5

『
異
端
と
正
系
』
所
収
。
な
お
、
氏
の
論
点
に
は
い
く
つ
か
疑
問
が
あ
る
が

こ
こ
で
は
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

6

他
に
野
間
宏
『
文
学
論
』
な
ど
参
照
。

7

フ
ィ
ッ
ジ
ャ
ー
『
時
代
精
神
と
文
学
』
。

8

中
野
『
い
わ
ゆ
る
芸
術
大
衆
化
論
の
あ
や
ま
り
に
つ
い
て
』
な
ど
参
照
。

9

こ
こ
で
は
『
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』
参
照
。

※ 

※ 

※
 

(29
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

4
、
赤
松
氏
の
親
鸞
に
関
す
る
論
文
は
服
部
氏
の
『
親
鸞
ノ
ー
ト
』
以
前
に
も
あ

る
。
こ
こ
で
示
し
た
順
番
は
、
あ
く
ま
で
も
、
親
鸞
の
問
題
の
文
に
関
す
る
第
一

論
文
発
表
の
順
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
。

5
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
注

2
に
示
し
た
拙
論
の
中
で
、
私
見
を
述
べ
た
。

6
、
こ
の
事
と
、
諸
氏
の
論
が
親
鸞
の
解
釈
と
し
て
誤
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
事

と
は
、
厳
密
に
は
、
別
の
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
氏
の
論
が
戦
後
の
親
鸞
研
究

を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
果
た
し
た
稽
極
的
な
役
割
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
触
れ
る

事
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
親
鸞
の
問
題
の
文
に
直
接
と
り
組
む
別

の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
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